












ミュージアム多摩

博物館紹介

【紹介コーナー】

奥多摩郷土資料館

青梅線奥多摩駅から、多摩川の深 く亥1ま れた漢谷に

そってバスにゆられ、水の滴り落ちる隧道を幾つか抜

けること20分一―東京のオアシス、奥多摩湖である。

この湖は、昭和32年 11月 、都民の飲料水確保のため

に、旧小河内村の全村と山梨県丹波山村、小菅村の一

部を湖底に沈めてできた人造湖で、今は奥多摩観光の

拠点となり、新緑、お花見、紅葉狩 .り と四季を通して

都民の行楽地として賑いを見せている。

この度訪ずれたのは、長雨の続 く10月 。秋雨に煙る

湖は、雄大な全容を見せてくれなかった一―ふと、石

遠藤 吉次 さん

(府中市立郷土館 )

博物館活動の出発は、博物

館職員の「物」との接触に始

まる。「物」の懐にとびこみ、

そいつの内に秘めた価値を引

き出したり、磨いて玉にした

りするには、「物」との不断

のつきあいが肝心だ。民具 と

付きあう人、土器と付きあう

人、いろんな職員がいる。

ここに紹介する遠藤学芸員は、昭和43年以来、古文

書を相手に飽 くことなき恋路を歩んできた人物です。

苦雪10年 とか、今や府中市周辺における地方史研究

では確固たる実績をもつ。当府中市立郷土館の人文分

野での活動の主軸をなし、展示に出版に、また史談会

の運営にとその研究成果をいかんなく発揮 して、暗中

模索の小館を今 日に至らしめた逸材である。

「物」とひたむきに対座する姿が、今 日も事務室に

見られる一――昭和19年谷保の産。爾来35年 同地に住

す。 (Y記 )

川達三の一編『日陰の村Jが想い起こされ、ダム建設

に筵旗を立てて抗議する村人の姿が頭をよぎる……。
｀
夕日は赤し、身は悲し なみだは熱くほほぬ

らす さらば湖底いわが村よ
″
(島 田磐也詞 )

この歌は、湖底に沈んだ小河内村をあとに、各地に

離散していった村民の惜別が唄われたものである。

奥多摩の地に永々として営まれてきた村人の生活は

消失したが、幸い水没前に文化財総合調査が実施され

生活の記録と多数の民俗資料等が収集保存された。

そして現在、これらの資料は、昭和53年 4月 にダム

サイドに開館した郷土資料館に展示されて、小河内の

山村生活を今 日に語 り伝えてくれる。 (T記者 )

《奥多摩郷土資料館) 西多摩郡奥多摩町原 5

電話 (042806-2731

火曜日 年末年始 展示替期間

4月 ～11月 は10時 ～17時

12月 ～3月 は10時 ～16時

一般200円 小中学生100円

山村の生活用具 小河内の郷土芸能等

国鉄青梅線奥多摩駅前より小河内方面

行パス→水根または小河内ダム下車

※駐車場完備、郷土物産即売所と軽食堂を併設。

新収蔵資料紹■l

町田市立博物館蔵

大津絵

大津絵は、大津追分 と京都の

ほぼ中間にあたる街道筋の町、

大谷界隈で売られていたみやげ

絵で、その付近の地名「大津」

をとり大津絵と称されたもので

大津絵という名称が一般化する

以前は、追分絵、大谷絵、山科

絵と呼ばれていた。大津絵の開

始期は寛文頃とされ、仏画で夢,

った。それが風俗画、戯画、花

鳥画等の世俗画的様相を見せた

のは承応元年頃からである。画

題が鬼の念仏、藤娘、雷公、瓢

箪鯰、座頭、槍持奴、鷹匠、弁

慶、矢の根、長頭の10種に限定

して売られるようになったの1ま

文化元年頃からである。(河 )

休 館 日

開館時間

入 館 料

展示内容

交通案内

2階展示風景

職員紹介

大津絵前期。鬼三味線



ミュージアム多摩

東京都三多摩公立博物館協議会々則

(名 称 )

第 1条 本会は、東京都三多摩公立博物館協議会と称

する。

(組 織 )

第 2条 本会は、東京都三多摩地区に所在する、公立

の博物館関係者をもって組織する。

(事務所 )

第 3条 本会の事務所は、会長が所属する博物館にお

き、協議会に係る事務 をおこなう。

(目  的 )

第 4条 本会は、各博物館相互の連絡協調を図り、博

物館事業の振興に寄与することを目的とする。

2 各館の情報交換と親睦を図る。

3 各館に保存管理している歴史文化資料相互の貸し

出し、及び行政地区内の資料の紹介等をおこなう。

4 その他博物館活動に必要な事業をおこなう。

(役員構成 )

第 5条 本会は、円滑な運営をおこなうために、次の

役員をおく。

11)会長 11名  (2)副会長 1名  (3)理事 若千名

に)会計 (会長が所属する博物館の職員) 1名
(0監査 1名
(役員の選出)

第 6条 役員は、本会を構成する博物館の館長の中か

ら、互選により会長、副会長、理事をそれぞれ選出

する。

,(会長等の職務 )

第 7条 会長は、本会を代表して会務を総理し、副会

長は会長を補牡する。

会長事故あるときは、副会長はその職務を代行す

る。            i
(代理参加 )

編集後記

創刊号を発行するにあたりまして、各館より多大なご協力を賜わり

厚くお礼申し上げます。無の状態から8回の編集会議をへて、ようや

く完成することができました。この間、台風20号の影響で停電になり

仕事ができなくなったり、機関路 を決定するのに館長会議で同点決

戦にもつれこんだり、いろいろなことがございました。2号 。3号 と

よりよい『ミュージアム多摩』を目指して行く所存でおります。(K→

なお、人事異動があった場合には、新任館長がそ

の職務をおこない、残任期間を務める。

(会議の種別)    ∵

第10条 本会の会議は、総会、臨時総会、協議会 とす

る。

2 総会は、役員及び各館の関係者でおこなう。定期

総会 lま 毎年 1回 、臨時総会は会長が必要と認めたと

き開催する。

3 総会及び協議会は、会長が招集する。

4 協議会は、原則として隔月とし、会場は加盟した

博物館を輪番制lに よって巡回し、開催する。

(運営費)                 |
第11条 本会の活動に要する経費については、別に定

める。

(活動年度 )

第12条 本会の活動年度は、毎年 4月 1日 に始まり、

翌年の 3月 31日 に終了する。

付   則

本会の会則は、昭和53年 5月 10日 から施行する。

東京都三多摩公立博物館協議会経費
に関する規程

(経 費)

第 1条 東京都三多摩公立博物館協議会の活動に要す

る経費は、次の収入をもってあてる。

(1)各博物館で販売する「東京の博物館」の収益金

(2)寄付金

(3)そ の他の収入

(会計年度)

付   則

この規程は、昭和53年 5月 10日 から施行する。

発行 :東京都三多摩公立博物館

0183府中市宮町 3-1
府中市立郷土館内

● 1042064-4111 内線2036

編集委員 :川松康入 近藤晏仲

佐藤 広 横尾友一

印  届1:山二印刷 府中市浅間町3-14

第 8条 協議会は、̀第 5条の役員をもって開催し、役   第 2条 本会の会計年度は、毎年 4月 1日 に始まり、

員に事故があったときは、役員の所属している博物    翌年 3月 31日 に終了する。

館職員が代理 として出席する。

(役員の任期)    '
第 9条 '役員の任期は 1年 とし、再任を妨げない。


